	「わかりやすく論理的に伝える技術」を　　　　　学ぶセミナー[image: ]
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2022年1月22日（土）13:30～17:00


講師　照屋華子さん
（コミュニケーション・スペシャリスト）

　わかりやすく論理的に伝える技術は、日々の「報連相」から社内外でのプレゼンテーションまで、実務の様々な場面で求められるものです。この技術のベースになる、メッセージを構造化するスキル（ロジカル・シンキング）は、リモートワークでも、効果的・効率的な説明をするためにも、不可欠です。
このセミナーでは、わかりやすく論理的に伝える技術の基礎を学びます。どのような習慣や考える道具を使ってメッセージを伝えれば、もっとわかりやすく納得感があり、しかも仕事が速く前進するのかー。エクササイズや講師と参加者の皆さんとの双方向でのやり取りも交えながら学んでいく実践的なセミナーです。
　☆エクササイズに取り組みやすいためパソコン使用を奨励します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




プログラム　　　　　　　　　　　　　　　
■　わかりやすく論理的な説明とは　　　　　　
Ⅰ　伝える前の準備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅱ　メッセージの組み立て　　―　ロジカル・シンキングの基本とは?　
―　使い方のポイントとは？　　　　　　　　　　
Ⅲ　メッセージの表現　　　　―　わかりやすく論理的な説明をするためのヒント
· まとめ
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		オンラインセミナー



令和３年度
男女共同参画の視点からの
人材育成セミナー
____

参加費　
3,000円
（割引制度があります。
詳細は、お問い合わせください。）





定員
テーマに関心のある方どなたでも
20人(申込先着順)
申込み方法　裏面をご覧ください。


	主催/お申込み・お問い合わせ
公益財団法人新潟県女性財団
〒950－0994　　　　　　　　　　新潟市中央区上所2－2－2　新潟ユニゾンプラザ2階
（新潟県女性センター）
電話　025－285－6610
メール　npwf@npwf.jp
https://npwf.jp[image: ]
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申込方法：当財団ホームページ（https://npwf.jp）の「お申込みフォーム」からお申込みください。
下記の申込書にご記入のうえ、FAX（025－285－6630）・郵便、または、電話・メールでも受けつけています。なお、電話でのお申込みの場合は、閉館日（当財団ホームページでお知らせしています。）を除いて、【平日8:30～17:15、土日9:00～17:00】　　にお願いします。
※お申込みいただいた方に、入金方法をご案内します。入金を確認後ZOOMの接続方法をご案内します。　　　　　　　
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☆このセミナーは、オンラインでZOOMを利用して行います。各々のご家庭、職場などからご参加いただきます。通信に係る費用は、参加者負担となります。
☆新潟県女性センター女性団体交流室１（新潟市中央区上所2－2－2新潟ユニゾンプラザ2階）でも受講できます。その際は、パソコン・イヤホン等をご持参ください。Wi-Fiは、無料で使用できます。（マスクの着用をお願いします。）
☆講義と演習がありますので、カメラ・マイク付きのパソコン等をご準備ください。
☆オンライン受講でご不明な点はお問い合わせください。初めての方にも対応いたしますので、お気軽にお申し出ください。

【キャンセルについて】
☆ご入金前キャンセル：当財団までご連絡をお願いします。
☆ご入金後キャンセル：１月１６日（日）までにご連絡を頂いた場合。参加費を返金いたします。（振込手数料を差し引いた金額をご指定の口座に振込みします。）
　１月１７日（月）以降のキャンセルの場合　参加費の返金はいたしません。ご了承ください。

1月２２日（土）人材育成セミナー「わかりやすく論理的に伝える技術」を学ぶセミナー　申　込　書
お名前

所属先

連絡先
（住所・電話・Eメールアドレス）
〒


電話

メールアドレス
この講座で学びたいこと・得たいこと

受講される場所
ご自宅、職場など　　　・　　　新潟県女性センター女性団体交流室1
※提供いただいた個人情報は、当財団の講座運営の目的のみに使用いたします。

講師プロフィール：マッキンゼー・アンド・カンパニーで、コンサルティング・レポートのエディティングや、コンサルタントならびにクライアントの論理思考トレーニングに携わった後、独立。現在、経営分野のエディティング・サービスとともに、論理的思考やロジカル・コミュニケーションに関する研修や企業サポートに多数携わっている。ビジネス・ブレークスルー大学大学院、東京都立大学大学院でも教鞭をとっている。著書に『ロジカル・シンキング練習帳』『ロジカル・ライティング』、共著『ロジカル・シンキング』（いずれも東洋経済新報社）。
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